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研究成果の概要（和文）：　本研究プロジェクトは、アジア・太平洋戦争における大規模暴力の発生の構造から戦後に
おける法的正義・記憶・回復・和解などをめぐって日本において展開してきた研究成果を、現代世界の他の大規模暴力
をめぐる海外の研究と交流させることにより相互の研究の発展に貢献することを目的として実施された。
　研究期間内に国外・国内で研究交流の国際研究集会を実施するとともに当該分野の若手研究者の育成にも重点をおき
、ますます実践的な重要性をましつつある本課題について今後の研究のさらなる発展に結びつけるための研究者ネット
ワークの形成を実現した。

研究成果の概要（英文）：   This research project aims at contributing to the development of both the Japan
ese scholarship on the Asia-Pacific War and the global scholarship on the cases of massive violence in the
 contemporary world primarily by exchanging the achievements of both sides of the scholarship on the genes
is of massive violence, issues of transitional justice, memory, rehabilitation, and reconciliation in the 
postwar/post-violence society.
   The research project have organized several international meetings of scholars for the purpose of schol
astic exchange. It also has put emphasis on encouraging graduate as well as post doctoral scholars on the 
field, thus accomplished the formation of scholastic network contributing to further development of the gl
obal research on the issue of genesis and aftermath of massive violence in the contemporary world, which i
s of increasing importance in the world today. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、研究代表者の中野聡が過去に分
担者・代表者として参加・組織してきた共同
研究の蓄積および人的ネットワークの延長
線上で着想したものである。とりわけ一事例
としてのマニラ戦（1945 年 2〜3 月）に対象
を絞り、これを「実像」と「記憶」の両面か
ら学際的・総合的に検討した「マニラ戦の実
像と記憶：平和のための地域研究」（基盤研
究(B)・海外学術調査、2007-2010 年度）をへ
て形成した研究者ネットワークと研究成果
から、個別研究の成果をふまえたうえで複数
の大規模暴力を比較史的に扱うこと、海外・
異分野において研究交流を行い、その成果を
個別研究にフィードバックすることが有効
であり必要であるという認識に到り、アジ
ア・太平洋戦争史と現代の大規模暴力を対象
とする研究を交流させるプロジェクトの着
想に至ったものである。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、日中戦争における治安戦と南京
事件（笠原十九司）、シンガポール大検証を
はじめとするマレーにおける華人虐殺（林博
史）、マニラ戦およびフィリピンにおける戦
争犯罪・戦犯裁判（中野聡、永井均）などア
ジア・太平洋戦争における大規模暴力の個別
事例について研究実績をもつ研究者が、アジ
ア・太平洋戦争史研究の第一人者である吉田
裕、トラウマ研究の先端的存在である宮地尚
子とともに、現代世界の大規模暴力をめぐる
異分野の研究者と交流することを通じて、現
代世界における「真実と和解」プロセスの構
築に寄与する実践的な比較研究としてのア
ジア・太平洋戦争史の可能性を開拓すること
を目的とした。 
 具体的には、①大規模暴力をめぐる発生の
構造の比較、②法的正義・「真実と和解」プ
ロセスの比較の観点からアジア・太平洋戦争
史を捉える視点と方法を確立し、その成果を
学界・社会に還元していくことをめざした。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、アジア・太平洋戦争および現代
世界における大規模暴力について、その発生
の構造から「戦後」における「真実と和解」
プロセスまでを対象とした比較研究を、歴史
学・政治学・人類学・社会精神医学などを含
めた学際的研究として展開するために、共同
研究として組織された。 
 具体的には、研究代表者（中野聡）および
6 名の連携研究者（吉田裕、宮地尚子、林博
史、永井均、笠原十九司、栗田禎子）を中核
として、国内外の研究協力者および公募によ
り2名の若手研究者を共同研究に参加させる
ことで、次世代の研究者ネットワークを構築
することに勉めた。さらに研究期間を通じて

中野は「真実和解」プロセスの実践・研究と
取り組む海外研究協力を新規に開拓してネ
ットワークの構築に勉めた。 
 本研究計画は、日本と海外研究協力者間の
討議と研究情報の交換そして研究成果の国
際的な社会還元をめざした。このために機動
的なワークショップの運営を心がけ、日程調
整のうえ少人数の共同研究者が海外渡航ま
たは来日して、海外研究機関および一橋大学
でワークショップを開催して研究交流のネ
ットワークを構築する方法をとった。 
 
４．研究成果 
 
（１）2011 年度（2011 年 4月〜2012 年 3 月）
の研究計画実施概要とその成果 
 
 ①「真実和解」の研究・実践プロセスに関
するフィールド調査・ネットワーク構築事業
──研究代表者の中野聡がアメリカ合衆国
（2011 年 8〜9 月）、フランス（同 11月）、韓
国（同 11 月）、カンボジア（2012 年 3 月）、
中国（同 3月）において、連携研究者・永井
均がフィリピン（2011 年 8月）、連携研究者・
栗田禎子（2011 年 7月）がドイツにおいてそ
れぞれ調査を実施した。 
 ②若手研究協力者の公募を実施し、京都大
学大学院文学研究科博士後期課程院生の高
誠晩氏（研究テーマ：韓国・済州道および沖
縄における大規模暴力をめぐる記憶の再編
と紛争後社会における共同体の創造）と一橋
大学大学院社会学研究科博士後期課程院生
の荒沢千賀子氏（スペインの内戦・独裁、ア
ジア・太平洋戦争の経験から―被害と加害の
はざまで大規模暴力を考える）を本事業にお
ける研究協力者とすることを決め、それぞれ
2011 年度を通じて高誠晩が韓国において、荒
沢千賀子がスペインにおいてフィールド調
査を行った。 
 ③海外ワークショップとして、上記①とも
重なるが、中野が 2011 年 11 月にフランスの
パリ第３大学で講演シンポジウム（マニラ戦
の記憶をめぐって）を実施し、2012 年 3月に
は中野と連携研究者の笠原十九司および海
外研究協力者のヤン・ダーチン（楊大慶）、
リカルド・ホセ、リディア・ホセを中核とす
る訪問団を組織して、南京大学中華民国史研
究センターにおいて日中米比４カ国合同の
研究会議（南京事件とマニラ戦をめぐって）
を開催した。 
 ④以上を通じて、2011 年度の主要な課題で
あった研究交流 (ネットワーク構築)・研究
調査について順調に計画を進めることがで
きた。とりわけ、南京大学中華民国史研究セ
ンターにおける研究会議では、南京事件・マ
ニラ戦研究をめぐって中国とフィリピンの
研究者を初めてネットワーキングすること
に成功しただけでなく、第２次世界大戦史研
究を現代世界の大規模暴力をめぐる真実と
和解の実践・研究にどのように結びつけてい



くかという本プロジェクトの中心課題につ
いて日中比で豊かなディスカッションを実
現することができた。 
 
（２）2012 年度（2012 年 4月〜2013 年 3 月）
の研究計画実施概要とその成果 
 
 ①「真実和解」の研究・実践プロセスに関
するフィールド調査・ネットワーク構築事業
──研究代表者・中野聡がルワンダ共和国
（2012 年 5 月）、ポーランド・ドイツ・フラ
ンス（同 8-9 月）において、永井均がフィリ
ピン（2013 年 3 月）において、笠原十九司・
林博史・宮地尚子・荒沢千賀子（若手研究協
力者）がスペイン（2013 年 3月）においてそ
れぞれ調査を実施した。 
  ② 若手研究協力者による研究として、そ
れぞれ2012年度を通じて 高誠晩が韓国にお
いて、荒沢千賀子がスペインにおいてそれぞ
れフィールド調査を行った。 
  ③ 海外ワークショップとして上記①とも 
重なるが、2013 年 3月に笠原十九司・林博史・
宮地尚子・荒沢千賀子による訪問団を組織し
て、スペインのオビエド大学等において日
本・スペイン合同の研究会議（過去をみつめ
なおす:日本とスペインの大規模暴力と記
憶）を開催した。 
 ④ 2012 年度の特筆すべき成果として、本
研究課題と直接重なるフランスの主要な学
術誌『両大戦と現代の紛争』に中野聡・吉田
裕の 関連論文が仏訳掲載された。さらにス
ペイン内戦・独裁下の大規模暴力の歴史の掘
り起こしと記憶に取り組むアストゥリアス
の市民およびオビエド大学の研究者と日本
の研究者を初めてネットワーキングする会
議の開催に成功し、現代世界の大規模暴力を
めぐる真実と和解の実践・研究にどのように
結びつけていくかという本プロジェクトの
中心課題について豊かなディスカッション
を実現することができたことなど、ヨーロッ
パとの間で本研究課題に関する研究交流の
実績をあげることができた。 
 
（３）2013 年度（2013 年 4月〜2014 年 3 月）
の研究計画実施概要とその成果 
 
 ① 研究最終年度の事業として、まず戦争
トラウマ研究に焦点をあてた国内シンポジ
ウム （「心の傷をめぐる歴史経験：語りと追
悼」）を 2013 年 7月に実施した。本シンポジ
ウムでは若手研究協力者の高誠晩氏と荒沢
千賀子氏がそれぞれ研究成果を報告すると
ともに、 沖縄戦をめぐる心の傷を主題とし
て講演者として臨床精神科医の蟻塚亮二氏
および北村毅氏（早稲田大学琉球・沖縄研究
所客員准教授）を招聘して、若手研究者を交
えた研究討論を行った。 
  ② さらに本研究事業を通じてネットワー
クを形成したフランス高等師範学校よりク
ロード・ドブリュー名誉教授、フランスの主

要な学術誌『両大戦と現代の紛争 』編集責
任者シャンタル・メジェル教授（ロレーヌ大
学）およびジャン・シャルル・ダルモン教授
（ヴェルサイユ＝サン・カンタン・アン・イ
ヴリーヌ大学）、また国内より有田英也教授
（成城大学）、松沼美穂准教授（群馬大学）
を招聘した 国際シンポジウム（「大規模暴力
の語り方─日仏学際対話の試み」）を 2013 年
9月に実施した。 
  ③ また研究代表者は、在外研究先のアメ
リカにおいて本研究プロジェクトに関連し
て 2014 年 3 月にセントルイス・ワシントン
大学で研究発表を行うなど、引き続きネット
ワーク形成につとめた。2013 年 3月にスペイ
ンのオビエド大学で開催した国際ワークシ
ョップとあわせて、各シンポジウムの成果を
出版する準備を進めている。 
 また最終年度の補充調査として、引き続き
若手研究協力者の高誠晩氏、荒沢千賀子氏が
海外研究調査を行うとともに、永井均氏、あ
らたに研究協力者をお願いした中原聖乃氏
（中京大学講師、マーシャル諸島核被爆者問
題の人類学的研究）がワシントン DC におい
て調査を行った。なお、本プロジェクトの研
究成果の公開については、若手研究協力者を
含めた研究成果の出版を準備中である。 
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